
第1部 基調講演

認知症施策の推進に向けた当事者参画の

国際的な動向とこれからの展望

ケイト ・スワファー
（通訳）寺田真理子
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ケイト・スワファー Kate Swaffer

プロフィール

オーストラリア在住、65歳。

• 認知症病棟の看護師、オーナーシェフなど多彩な職歴をもつ。

• 2008年、49歳で若年性認知症と診断された。

• 診断後、認知症当事者による権利擁護活動を開始。

• 2014年に認知症と確定診断された当事者のみが運営する国際認知症同盟

（ Dementia  Alliance International ：DAI）を共同設立、議長として活躍。

• 若年性認知症と診断されてから 16 年間、認知症で死ぬのをただ待つのではなく、

前向きに認知症と付き合っていこうと努力してきました。

• 認知症が「障害」としてサポートされること、そして世界中で認知症を抱えて暮らす 

5,700 万人以上の人々のリハビリテーションを求める運動を精力的に行ってきまし

た。

• 国連や世界保健機関（WHO）で複数の声明や講演を行っており、認知症当事者とし

て初めてWHOの招待講演者となり、認知症当事者の権利を訴えました。

• 認知症とともに生きる他の人々が、認知症とともにより前向きに生きることができるよ

うにするための活動は、オーストラリア、ニュージーランド、英国、日本、シンガポール、

台湾、インドネシア、カナダ、ヨーロッパ、米国を含む国々での権利擁護や政策に組み

込まれるようになってきています。

• National Australia Day Council（オーストラリア政府の非営利の社会的企業。

オーストラリアンオブザイヤー賞とオーストラリアデーの全国調整機関・評議会）の

アンバサダー（大使）。

• オーストラリアのStep Up For Dementia Research（認知症研究の発展を目指し

た組織）のアンバサダー（大使）も務めています。

• 現在、研究者、コンサルタント、著述家。南オーストラリア大学の博士課程に在籍中。



「認知症を乗り越えて生きる

  “断絶処方”と闘い、日常生活を取り戻そう」

著者 ケイト・スワファー ／ 翻訳者 寺田 真理子

クリエイツかもがわ、2017

受賞歴 等

５

著 書

ケイト・スワファーは、認知症に関する取組みが評価され、数々の受賞歴
がある活動家です。

◆ 2017年 SAオーストラリアン・オブ・ザ・イヤー

◆ 2018年 グローバル・リーダー、オーストラリアで影響力のある女性100人

Kate Swaffer

オーストラリア国立美術館AOTY展
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• 何  き い だから 診断  意味が い

–間違い

•     通常 老化    あ –間違い

• 私たち 「消え去りつつあり」「  やそこ い

 い」–間違い

• 私たち あ たたち  ミュニケ ショ が れ

 い–間違い

• 私たちが何か少し  覚え い  ら     

 ずが い–間違い

• 私たち 見え い障害 あまり  うま 対応 

き い  だから     ずが い –間違い

• 私たち 痛み 感じ い–間違い

• 私たち 話したり機能したり き い –間違い

• 私たち         向き 生き こ  

 き い –間違い @KateSwaffer
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私の権利侵害
権利侵害                        
が                き    い 能      られ  
  の                     ショ     い 
機能 生かし  ら                ショ 

権利侵害                        
  の           し 生 し         
              生            化 
生            化生       ショ    
           

権利侵害           の         障害       
                             
        生            化 生   
          化生       ショ       
        

権利侵害            の             
ショ        ショ 

権利侵害             の 害    の   
       し  らし           

    の    害                
               私の権利の侵害              

           

               あ 
障害          
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                                            ミ   
り           そ ケ       た                  れた  
              し   した                          
                  間     れた 

                         れ      いた     うち   が   
 し           や         り  た      が   れ しい    
                             が   れたが こ             れ  らず 
 しいこ        れ い い 

            障害  ミュニ  から                     い
う       し これ                が  し い    あ  

2000: DASNI was 
Founded 

           

The Dementia Advocacy and Support Network International (DASNI) was opened on the Yahoo website 
on 8 November 2000 by Lorraine Smith , for people with early-stage dementia and their care partners. She 
registered it as a non-profit organisation in Montana. Its first annual meeting was held on 6 October 2000, 
during the Heartland Memory Walk in Kansas. 

The second annual meeting was held in Montana in June 2001, and 12 of the then 82 members attended in 
person, while others kept in touch by email and in chat. DASN International was formed and a new website 
www.DASNInternational.org was developed, although this is no longer active, and sadly has not been 
archived.

DASNI members borrowed the motto, ‘Nothing about us without us’ from the disability community, and 
this is one most other dementia advocates have adopted. 
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なぜ、権利擁護者は互い
の主張を繰り返し続けな
ければならないのか？
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権利擁護者 な   者    い   
 、  な               
 な は       はな  いない  
•          ー  経験   ば    ケア

パート ー  緒            他     

   接         話       高    

    自信  つ        や       

     得    

• 私 ち 世界        増や べ 努     

      声 重要            指導  

講   役割 力         ト       

ば     

•    能力 変化や     徐  終末 向    

 病気        重要    

•    協力  活動 極  重要    サ ロ化（ ステ

ムや     独立  存在  互  分      状態） 

     べ       弱 化   可能性    

• 資金 限             員      合

 ば 積極           競争        

  性 公 性
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リエ ブ メ ト* よ 生き ための戦略
:私の人生のオリ ピッ 

• 本  意思 尊重  

•  き いこ      まだ き
 こ  焦点    

• 後天  障害 し    対応 
 

•  嘆 喪失    セ  グ

•       ショ 例

• 言語  

•  業  

• 週6   動

•  動生理学

• 理学  

• 神経理学  

• 栄養 

@KateSwaffer

•  動  能    う     

•          ョ 

•           理学   

        間      

    動       グ  

               

•  ミュニケ ショ    セ 

              

• 障害 セ       

•                    

例               

り        ミ     

 れた      

 尊   ち がら  生     き  う
生      た     能     
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       人 の      
    、  の  、 た れない   

       

                             

                                  

                   

•       れ い 化 対   間  常  応 

•         診断 対   り 対応 れ い い 嘆    り   や   グ 
 対   り      対応し い    が生じ  

•        じだが        動 み  れ い  

•               からだ     いつ       れ 感じ いた 

•              や   れ い      が  か しれ い 

•                  ずし    が       また        
      い      嘆が      れ い い 能 があ   

•                          が   あ こ が い 

•                                化      あ 
 能 があ   

•                     あ が そ           あ   

•               動障害                       
 覚  り        神神経       い  
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2025年２月14日

社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター

国内外の認知症当事者がバトンをつなぐ

希望のリレー 国際フォーラム 2025

～認知症当事者の声とチカラ、つながりを活かして、共生社会の推進を～

令和6年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金

「共生社会の推進のための認知症の本人参画に関する国際ネットワーク構築に向けた調査研究」
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